
上田かつよしを育てる会だより

１．教育環境の充実について

１）市内の教育委員会所轄施設の情報化（ハード面）の現状及び学校校内ＬＡ

Ｎ構築の進捗状況について。

２）学校の安全安心の観点からシニアスクールの開設を検討してはどうか。

３）学校運営についての自己評価の実施と公表について。また、学校選択制の

採用について。

４）環境教育の一環として学校敷地内へビオトープの整備をしてはどうか。

２．環境対策について

１）家庭ごみの減量化対策、及びごみ収集有料化の実施の見通しについて。

２）家庭ごみの分別収集の現状と容器包装リサイクル法の本市への影響につい

て。

３）ＢＤＦ燃料の井原鉄道への利用について。

４）地球温暖化防止に向けた現在の本市の取り組みと目標達成の見通しについ

て。

３．行財政改革とまちづくりについて

国の三位一体の改革、県の第３次行財政改革大綱、本市の第４次行政改革大

綱と、引き続き行財政改革を強力に推進する必要に迫られています。今後、国

及び県の動向により、どういう影響が考えられるのか。また、本市としては、

行財政改革を推進しながら新井原市のまちづくりをどう進めていくのか。

１．教育環境の充実について

１）市立高校と中学校では17年度までにすべて完了した。19年度にはす

べての小学校で構築できる予定である。

２）全校一斉にというわけにはいかないが、可能な学校から考えていき

たい。

３）小、中21校すべての学校で評価を行っている。また、ほとんどの学

校が、学校だより、懇談会、参観日等で保護者へ説明、学校評議員会

での説明等で公開している。

４）井原市は豊かな自然に囲まれており、ビオトープの整備は考えてい

ない。

２．環境対策について

１）市広報、井原放送、出前講座などを利用し、市民の理解と協力を願

う。有料化は理解をしてもらうことが課題である。

２）エンジンの耐久性などでＢＤＦ導入は難しいと伺っている。

３）二酸化炭素の削減率は、庁舎建設等で基準年度に対し大幅増となっ

ている。新たに井原市役所地球温暖化対策推進実行計画を策定する予

定である。

３．行財政改革とまちづくりについて

　　第４次行政改革大綱集中改革プランに沿い進める。
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☆エッセー☆

　小田山を小田川に戻そう。今や地元を流れる小田川の河原に

は、草木が生い茂り、容易に近づけないし美観的にも優れない。

私が子どもの頃には魚とりをしたり泳いだりして遊んでいたし、

春には遠来の観光客も交え、河原で車座になり桜土手の花見を

楽しんでいたものです。しかし今のような荒れた状態では川の

汚れも見えにくいし、川の大切さも理解しにくい。昔のように

河原で遊べるようにしたい。住民が集える場所に戻そうという

ことで、河川内のことは何をするにも許可が必要で、まず許可

されないだろうという一般論を跳ね返し、地域住民が立ち上が

ったのです。まず草刈と樹木の伐採、焼却、そして県民局の協

力で整地。

　やればできる。地域のことは地域の力を合わせて、自らがや

る気でやれば意は通じるものだと確信しました。整地された河

原の完成を記念した芋煮会には、久しぶりに地元住民の歓声が

戻り、今後の集いの場と

しての展開が楽しみにな

ってきました。

　これからこういう活動

が市内全域に広がると昔

のような小田川が復活す

るのでしょうが・・・。

小田川下町河原でカヌー

ももたろう塾で石井塾長(知事)と

井原市議会議員　上田勝義の思い、

活動を、お知らせする広報紙です )(
1８ . ３   議 会 質 問 答 　 　 弁
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（再掲）

15才未満

15～64才

65才以上

70才以上

12.9％
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◆井原市基礎データ◆

◆編集後記◆
 ２期目の１年間、４回の市議会定例会を無事終えました。何とか議会毎の「たより」も４回発行する

ことが出来ました。３ヶ月に１回の配布も早朝を中心にしています。汗だくで朝ごはん前のシャワーが

気持ちよい夏、指先が切れんばかりの寒い冬と、季節を肌で感じながら、そして道路、建物の変化に時

間の経過を感じながら、毎回の議会質問とともに、これからも続ける努力をしなければと思っています。

今後ともご指導をよろしくお願い致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上田かつよし）


